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１．概要と特長 
  CIF1010は C1000シリーズの C-Busモジュールです。 
  CIF1010は同一 C-Busフレームに実装した複数の C-Busモジュールを外部よりパラレル通信 
にてリモート制御できます。 
 各 C-Busモジュールを個別、または全て連動にして制御する事が可能です。 

 
２．構成 
  CIF1010本体とコネクタモジュール RPC1001及び RPC1021により構成されます。 
   ・CIF1010 本体 
      基板および補強を兼ねたシールド板と一体化したフロントパネルで構成されています。 
      フロントパネルにはローカル制御用 40PINコネクタが実装されています。 
   ・RPC1001 コネクタモジュール 

   パラレル通信用コネクタ（D-SUB50ピン）１個が設置されています。 
      C1000シリーズのリアパネルに固定します。 
   ・RPC1021 コネクタモジュール（モジュール連動制御のみ） 

   パラレル通信用コネクタ（ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ 24ピン）１個が設置されています。 
      C1000シリーズのリアパネルに固定します。 
 
３．機能 
  CIF1010は予め標準コントロールが実装されております。（タイミングチャート参照） 
  外部よりコマンド入力を受けて、その結果をステータスとして出力しています。 
  その他、各種アラーム出力やＬＥＤ点灯用に電源（＋５Ｖ）出力を行っています。 
  別途ユーザー様の仕様に合わせて、対応する事も可能です。（オプション） 
  フロントパネルのコネクタからローカル制御もできます。（オプション） 

C-Busモジュールの制御はローカル・リモート共に最大約５０ミリ秒以内に制御が完了します。 
ＳＷの設定により１制御による９ｘ１以上セレクタ動作が可能です。 

   フレーム制御データのバックアップが可能です。 
     ・電源投入時に前回電源断直前の状態が再現されます。 

・ＳＷ設定によりバックアップの許可・禁止が指定出来ます。 
      ・バックアップデバイスは消耗品です。 
     回数制限は１００万回で保証期限は４０年です。 

１日あたり２００回の制御の場合およそ１０年で交換となります。 
※フロントパネルのＬＥＤ表示について 
緑点灯 … 正常動作  ／  赤点灯 … 異常動作 

  「異常動作」の場合、次の原因が考えられます。 
・ 実装プログラムの立ち上がり不良 
・ リアコネクタモジュールとの勘合不良 

  何れの場合も、“電源の再投入”及び“基板の再挿入”で回復します。 
 
 
 
 



４．設置方法 
１）CIF1010を下記に定める C-Busフレームの指定スロットに奥まで差し込みます。 
・ C1001,C1002共に、正面より見て最左側のスロット。 

２）挿入された CIF1010に対応した背面スロットに RPC1001及び RPC1021を固定します。 
３）C1001の使用時は抜け止め防止金具で固定します。 
  C1002を使用時はフロントパネルで各モジュールは固定されます。 

 
５．特性 
パラレルＩ／Ｏ仕様 
※ 入力信号は全て、パルス（min 100msec）入力に対応しています。 

 
１）リアコネクタモジュール（RPC1001,RPC1021） 

    接続コネクタ 
     D-SUB50ピン （DD-50SF-N：JAE） 
    入力 
     コマンド用 (CMD-IN1~8)  ８入力  メーク接点 

スロット選択用(SEL0~8)  ９入力  メーク接点 
※RPC1021にはありません 

  外部電源用（EXT V IN）  １入力 
   ※外部電源との分離に使用します。 
 

外部入力 → 
CMD-IN1

IN1
EXT V IN R1

330J

PC11

2 3

4

 → 基板入力 
 

   ※その場合に、基板上の“ＪＰ２０”を「ＡＤＤ」側に設定して下さい。 
   ※フォトカプラのＬＥＤ定格は、ｍａｘＤＣ２４Ｖ（２５ｍＡ）です。 
 
    出力 
     コマンドステータス用(STS-OUT1~8) ８出力  メーク接点(50mA/30V) 

スロット選択ステータス用(AUX0~8) ９出力  メーク接点(50mA/30V) 
 ※RPC1021にはありません 
ファンアラーム用(FAN ALARM)  １出力  メーク接点(50mA/30V) 
アラーム用(ALARM)   １出力  メーク接点(50mA/30V) 

    DC出力  
＋５Ｖ (300mA max) 

    共通コモン 
基板電源 GNDと内部接続 
 
 
 
 



   ２）フロントパネルコネクタ(オプション部) 
    接続コネクタ 
     PS40PIN （PS-40PE-D4LT1-B1：JAE） 
    入力 
     コマンド用 (CMD-IN1~8)  ８入力  メーク接点 
     スロット選択用(SEL0~8)  ９入力  メーク接点 
    出力 
     コマンドステータス用(STS-OUT1~8) ８出力  オープンコレクタ 
     スロット選択ステータス用(AUX0~8) ９出力  オープンコレクタ 
    DC出力  

＋５Ｖ (300mA max) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６．ＳＷ設定内容 
※ 工場出荷時は、全て“ＯＦＦ” に設定しています。。 

 
１）Ｓ１（前面ディップスイッチ） 
※スイッチ端に表示している矢印（↓）の方向に、スイッチを倒す状態をＯＮとします。 

 
Ｓ１－８・Ｓ１－７ 
 
メンテナンス用ですので通常は「ＯＦＦ・ＯＦＦ」にして下さい。 

 
ＬＥＤ５～ＬＥＤ２に出力するデータを指定します。 
スイッチ状態を出力する際はスイッチＯＮで点灯です。 

 
Ｓ１－８ Ｓ１－７ 
ＯＦＦ  ＯＦＦ    Ｓ１－５～Ｓ１－８（ＬＥＤ５～ＬＥＤ２） 
ＯＦＦ  ＯＮ      Ｓ２－４～Ｓ２－１（ＬＥＤ５～ＬＥＤ２） 
ＯＮ   ＯＦＦ    Ｓ１－４～Ｓ１－１（ＬＥＤ５～ＬＥＤ２） 
ＯＮ   ＯＮ      Ｓ１－５～Ｓ１－８（ＬＥＤ５～ＬＥＤ２） 

 
Ｓ１－６ 
 
１制御による９ｘ１以上のセレクタ動作を実現させるかを指定します。 

 
ＯＦＦ      １制御による９ｘ１以上のセレクタ動作を行いません。 
ＯＮ        １制御による９ｘ１以上のセレクタ動作を行います。 

 
本ＳＷをＯＮにした場合スロット１に実装したモジュールはセレクタ 
の最終段動作となります。また、フレーム全体が９ｘ１以上セレクタ動 
作となりますので、同一フレーム内に他の個別制御を要するモジュール 
は混在出来ませんので御注意下さい。 
 尚、分配器／変換器等の制御を不要なモジュールの混在は可能です。 
「１制御による９ｘ１以上のセレクタ構成」を参照して下さい。 

 
Ｓ１－５～Ｓ１－１ 
 
予約 

 
 
 
 
 
 



      ２）Ｓ２（ボード内ディップスイッチ） 
 
Ｓ２－１～Ｓ２－３ 
 
予約 

 
Ｓ２－４ 
 
バックアップ機能の許可・禁止を指定します。 
 
ＯＦＦ      許可 
ＯＮ        禁止 

 
      ３）Ｓ４（ボード内スライドスイッチ） 

 
未使用 

 
 
７．電気的特性 
 
 消費電力 約 1.0Ｗ 



７．ＣＩＦ１０１０　パラレルＩ／Ｆタイミングチャート

初期シーケンス

AUX8-1

STS-OUT8-1

　ＭＡＫＥ状態を「１」、非ＭＡＫＥ状態を「０」として表記しています。

基本タイミングチャート

SEL8-1

CMD-IN8-1

AUX8-1

STS-OUT8-1

00H 01H 00H 02H

00H
MODULE 1
INIT DATA

00H
MODULE 2
INIT DATA

00H
MODULE 7
INIT DATA

00H
MODULE 8
INIT DATA

00H
INIT SELECT
INIT DATA

INIT SELECT00H 40H 00H 80H 00H00H ・・・・・

・・・・・

　電源投入時ホストに対してユニット状態を通知します。
　この間「SEL8-0」「CMD-IN8-1」の入力は無効となります。
　「AUX0」は非ＭＡＫＥ状態となります。

min 2msec min 2msec

min 4msec

min 8msec

　制御対象モジュールがセレクタの場合は下記シーケンスで制御可能です。
　「SEL0」は非ＭＡＫＥ状態にして下さい。
　「AUX0」は「SEL0」のリターンになります。

max 2sec

min 100msec

00H SELECT MODULE 00H

00H SET DATA 00H

SELECT MODULE TALLYBEFORE

max 52msec

max -1msec max -1msec

BEFORE SET DATA TALLY

max 50msec min 2msec

min 100msec

　「SEL8-1」の遷移タイミングと「CMD^IN8-1」の遷移タイミングが同時（誤差±１ミリ秒以内）
であれば、下記シーケンスでの制御が可能です。

BEFORE MODULE TRANSITION

max 50msec

SEL8-1

CMD-IN8-1

00H SELECT MODULE SELECT MODULE SELECT MODULE SELECT MODULE SELECT MODULE

00H SET DATA SET DATA SET DATA SET DATA SET DATA

max ±1msec

ＸＸＸ ＸＸＸ　コマンドの入力系を 、ステータスの出力系を と
表現しています。



コントロール用コネクタ　ピンアサイン表
（ＲＰＣ１０００，ＲＰＣ１００１）

①　概要
本コネクタは、ユニット背面に取り付けられる「コントロール用コネクタ」です。

②　仕様
型式：ＤＤ－５０ＳＦ－Ｔ－Ｎ

※Ｄ－Ｓｕｂコネクタの５０芯タイプです。
※コネクタ結合用の嵌合固定台はＭ２．６ネジタイプ
（Ｄ２０４１８－Ｊ３Ｆ）を使用しています。
※適合プラグケース型式

・ＤＤ－Ｃ４－Ｊ１３－Ｆ　他
※適合コネクタ型式

・ＤＤ－５０ＰＦ－Ｎ　他

※上記型式は、全て「日本航空電子工業株式会社」製です。

③　ピンアサイン表

1 CMD - IN 1
18

34

2
19

35

3
20

36

4
21

37

5
22

38

6
23

39

7
24

40

8
25

41

9
26

42

10
27

43

11
28

44

12
29

45

13
30

46

14
31

47

15
32

48

16
33

49

17 GND 50 GND

No connection

AUX 0

AUX 3

AUX 6

FAN ALARM OUT

+5V OUT

+5V OUT

GND

SEL 0

SEL 1

SEL 2

SEL 3

SEL 4

SEL 5

SEL 6

SEL 7

SEL 8

AUX 2

AUX 5

AUX 8

ALARM OUT

+5V OUT

+5V OUT

GND

STS - OUT 1

AUX 1

AUX 4

AUX 7

EXT V IN

+5V OUT

+5V OUT

GND

GND

平成１３年４月２５日　更新

株式会社コスミックエンジニアリング　開発部一課

3
41

1
8

1
7

3
3

5
0

CMD - IN 2

CMD - IN 3

CMD - IN 4

CMD - IN 5

CMD - IN 6

CMD - IN 7

CMD - IN 8

STS - OUT 2

STS - OUT 3

STS - OUT 4

STS - OUT 5

STS - OUT 6

STS - OUT 7

STS - OUT 8

Ｃ１０００－Ｓｅｒｉｅｓ



コントロール用コネクタ　ピンアサイン表
（ＲＰＣ１０２０，ＲＰＣ１０２１，ＲＰＭ１０１１）

①　概要
本コネクタは、ユニット背面に取り付けられる「コントロール用コネクタ」です。

②　仕様
型式：５７－４０２４０Ｒ

※アンフェノールコネクタの２４芯タイプです。
※適合ケーブルフード付プラグ型式

・５７－３０２４０Ｒ　他

※上記型式は、全て「第一電子工業株式会社」製です。

③　ピンアサイン表

1 CMD - IN 1 13

2 14

3 15

4 16

5 17

6 18

7 19

8 20

9 21

10 22

11 23

12 24

EXT V IN

+5V OUT

+5V OUT

STS - OUT 1

GND

GND

平成１３年５月１１日　更新

株式会社コスミックエンジニアリング　開発部一課

CMD - IN 2

CMD - IN 3

CMD - IN 4

CMD - IN 5

CMD - IN 6

CMD - IN 7

CMD - IN 8

Ｃ１０００－Ｓｅｒｉｅｓ

1 1
3

1
2

2
4

STS - OUT 2

STS - OUT 3

STS - OUT 4

STS - OUT 5

STS - OUT 6

STS - OUT 7

STS - OUT 8

No connection

FAN ALARM OUT

ALARM OUT


